
教材・教具紹介                     ゆり支援学校道川分教室 

教材名   節分鬼人形 
 

〈教材のねらい・使い方〉 

・感染症等の防止対策の一環として鬼の着ぐるみは使用せず、それ

に代わるものとして鬼人形を作成し、節分集会に登場させ、節分

の説明や豆まきを通して節分行事を体験できるようにする。 

・使い方は、「節分鬼人形」を児童生徒に提示しながら節分につい

て説明する。 

・自分のやっつけたい鬼を発表し、それを記入したカードを「節分

鬼人形」に張り付ける。 

・豆をぶつけたり、ひもを引いたりして人形を倒し、鬼を退治する。 

材料及び作成の工夫等 

〈材料〉 

・段ボール箱を使い、着色したり絵を描いたり 

して足・胴・頭の部位を作成する。 

・足・胴・頭を縦に積み重ねる。発表したカー 

ドを張り付けられるようにセロテープ張りが 

できる部分を設ける。 

・胴の上面にひもを取り付け、引くと鬼が倒れるようにする。 

・節分集会の全体会場用として大きい人形を準備するが、今年度は病室等で 

少人数や個別で節分を体験するため、ベッドサイドでも使用できる小さめ 

のサイズのものを複数準備した。 

・小さめの鬼人形は、２リットル入りペットボトル６本入りの箱を３個使用 

して作成した。 

題材名と児童生徒の使用している様子等 

〈自立活動 合同学習（節分集会）「鬼を追い払おう！」〉 

 

自分のやっつけたい鬼の発表   協力してひもを引っぱって鬼退治 

 

学習の流れ 

１「節分」の紹介 

（鬼人形登場） 

２ 節分の歌        

３ やっつけたい鬼

の発表 

４ 豆まき・鬼退治 

（鬼人形を倒す）   


